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1 

題
名

　
二
行
目
の
上
か
ら
三
、四
字
め
か
ら
書
き
始
め
る
。

副
題
を
つ
け
る
場
合
に
は
、
次
の
行
に
題
名
よ
り
下
げ

て
書
く
。副
題
に
は
ダ
ッ
シ
ュ（
─
）を
つ
け
る
と
よ
い
。

2 

氏
名

　
題
名
の
次
の
行
か
一
行
あ
け
た
行
に
書
く
。
終
わ
り

を
下
か
ら
一
、二
字
分
あ
け
る
。

3 

書
き
だ
し

　
本
文
は
、
氏
名
の
次
の
行
か
一
行
あ
け
た
行
か
ら
書

き
始
め
る
。
最
初
の
一
字
分
を
あ
け
る
。
行
を
改
め
て

新
し
い
段
落
に
す
る
時
も
、最
初
の
一
字
分
を
あ
け
る
。

4 

句
読
点
・
符
号

　
句
読
点（
。、）
や
か
っ
こ（「  

」・『  
』・（  

）・〈  

〉

な
ど
）、
疑
問
符
（
？
）、
感
嘆
符
（
！
）
な
ど
の
符
号

類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
字
分
使
う
。
疑
問
符
、
感
嘆
符
の

あ
と
に
文
を
続
け
る
場
合
は
、
一
字
分
あ
け
る
。
ダ
ッ

シ
ュ
（
─
）
や
点
線
（
…
）
は
二
字
分
使
う
。

5 

数
字
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

　
数
字
は
、
縦
書
き
の
場
合
、
漢
数
字
を
用
い
る
の
が

原
則
。
横
書
き
の
場
合
は
、
算
用
数
字
を
用
い
る
の
が

原
則
。「
一
般
的
」「
一
つ
」「
二
つ
」
の
よ
う
な
場
合

は
漢
数
字
を
用
い
る
。

6 

会
話
文

　
か
ぎ
か
っ
こ
（「  

」）
で
囲
む
。

7 

引
用
文

　
一
、二
行
程
度
の
短
い
も
の
は
、か
ぎ
か
っ
こ（「  

」）

で
囲
む
。
長
い
も
の
は
改
行
し
て
引
用
文
全
体
を
二
字

程
度
下
げ
て
書
く
。

・	

な
か
点
・
な
か
ぐ
ろ

①
名
詞
を
並
列
す
る

②
外
来
語
の
句
切
れ
・
日
付
な
ど
を
示
す

「  

」	

か
ぎ
か
っ
こ

①
会
話
や
引
用
を
示
す

②
特
定
の
言
葉
を
強
調
す
る

『  

』	

二
重
か
ぎ

①
か
ぎ
か
っ
こ
の
中
で
か
ぎ
か
っ
こ
を
使
う

②
書
名
を
示
す

（  

）	

か
っ
こ

　
補
足
す
る
内
容
な
ど
を
加
え
る

─	

ダ
ッ
シ
ュ

①
言
い
換
え
を
示
す
　
②
間
を
示
す

…	

点
線

①
省
略
を
示
す
　
②
余
韻
を
示
す

～	

波
形

　
時
・
場
所
な
ど
の
「
○
○
か
ら
△
△
ま
で
」
を

示
す

符
号
の
使
い
方

原
稿
用
紙
の
使
い
方

　
原
稿
用
紙
は
、
字
数
の
決
め
ら
れ
た
文
章
を
書
く
時
な
ど
に
便
利
で
あ
る
。
使
い
方
に
特
定
の
基
準

は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
書
き
方
を
示
す
。


